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【写真】但馬牛もぅ～と食べ大会 タイムレース
　　　　　香美町山の祭典 但馬牛 食まつり（小代区）

　11 月 1日、2日にかけて開催された“但
馬牛 食まつり”。2日目に行われた“但馬
牛もぅ～と食べ大会 タイムレース”は、机
の両端に立った 2 人が、長いはしで互い
に但馬牛のサイコロステーキを食べさせ合
う競争。出場した９組の選手たちの悪戦苦
闘ぶりに、観客からは笑い声や声援が飛び
交っていました。



観
光
と
の
連
携
を
強
め
る
香
美
町
の
水
産

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
産
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
香
美
町
で
は
合
併
時
か
ら
豊
か
な
自
然
や
優
れ
た
特
産
物

を
生
か
し
た
観
光
業
の
振
興
と
、
水
産
業
や
農
・
畜
産
業
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
産

業
振
興
対
策
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
香
住
区
に
あ
っ
て
は
、
松
葉
ガ
ニ
や
活
イ
カ
な
ど
の
新
鮮
な
魚
介
類
や
多
様

な
水
産
加
工
品
な
ど
を
生
か
し
て
、
水
産
と
観
光
と
の
一
層
の
連
携
を
図
っ
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

香
美
町
の
漁
業
は
、
香
住
港
、
柴
山
港

の
二
大
漁
港
を
背
景
に
、
古
く
か
ら
機
船

底そ

こ

び

き

あ

み

曳
網
漁
業
と
沿
岸
一
本
釣
漁
業
を
中
心

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ま
き
網
漁
業
が
営
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
特
に
、
昭
和
30
年
代
後
半
か

 

漁
業

漁
獲
量
は
安
定
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成

19
年
（
１
月
〜
12
月
）
の
総
漁
獲
量
は
約

８
０
０
０
ｔ
、
総
漁
獲
高
は
約
44
億
円
で
、

そ
の
う
ち
、
沖
合
底
曳
網
漁
業
の
漁
獲
量

は
約
４
４
０
０
ｔ
で
55
％
を
占
め
、
漁
獲

高
も
約
32
億
円
と
73
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
、
近
年
、
年
々

漁
獲
量
も
増
え
、
山
陰
で
は
1
位
、
2
位

を
争
う
漁
獲
量
で
あ
り
、「
カ
ニ
の
本
場
・

香
住
」
と
し
て
、評
価
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
柴
山
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
オ
ス
は
、
以
前
は
単
に
「
松

葉
ガ
ニ
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
古
く

か
ら
お
よ
そ
１
０
０
種
類
も
の
選
別
を

行
っ
て
品
質
管
理
に
努
め
て
き
ま
し
た
の

で
、
数
年
前
か
ら
、
そ
の
品
質
の
高
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、「
柴
山
ガ
ニ
」
と
命

名
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
か
ご
漁
業
は
、
県
下

で
は
唯
一
、
香
住
港
の
漁
船
し
か
操
業
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、近
年
で
は
「
香
住
ガ
ニ
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

水
産
加
工
業
は
、
香
住
港
、
柴
山
港
か

ら
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
を
中
心
に
、
国
内
外

か
ら
も
原
料
魚
を
移
入
・
輸
入
し
て
、
一

次
加
工
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

事
業
規
模
は
、
中
小
・
零
細
な
経
営
規
模

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
全
国

に
誇
れ
る
高
度
な
、
か
つ
多
様
な
一
次
加

工
技
術
を
有
し
、「
香
住
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
名
を
高
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
二
大
漁

港
の
周
辺
に
70
社
余
り
の
水
産
加
工
業
者

が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

塩
干
製
品
の
加
工
は
、
昭
和
30
年
代

の
前
半
ま
で
は
天
日
に
よ
る
自
然
乾
燥
で

あ
っ
た
た
め
、
春
秋
期
の
降
雨
時
に
は
製

品
が
腐
敗
す
る
な
ど
苦
労
し
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
34
年
に
兵
庫
県
水
産
試
験
場
が

考
案
し
た
「
兵
水
式
魚
類
人
工
乾
燥
機
」

 

水
産
加
工
業

2

ら
40
年
代
中
ご
ろ
ま
で
沖
合
イ
カ
釣
漁
業

が
急
速
な
伸
び
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
か
ご
漁
業
も
盛
ん
と
な

り
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）、
ハ
タ
ハ

タ
、
カ
レ
イ
、
ス
ル
メ
イ
カ
な
ど
と
と
も

に
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
（
香
住
ガ
ニ
）
も
重

要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
合
底
曳
網
漁
業
は
中
心
的
な
漁
業
で
、

昭
和
７
年
、
兵
庫
県
試
験
船
に
よ
り
、
日

本
海
の
旧
ソ
連
領
沿
海
州
沖
合
漁
場
が
発

見
さ
れ
、
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
は
約
60
隻
を
数
え
て

い
た
漁
船
数
は
、
資
源
の
減
少
や
乗
組
員

の
確
保
難
か
ら
減
少
し
、
現
在
、
ベ
ニ
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
か
ご
漁
船
を
含
め
て
30
隻
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
沿

岸
一
本
釣
漁
船
が
約
２
１
０
隻
あ
り
ま
す
。

　

水
産
資
源
が
減
少
す
る
な
か
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
漁
獲
可
能
量
）
制
度
、
日
本
海
沖
合
ベ
ニ

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
資
源
回
復
計
画
（
休
漁
期
間

の
延
長
）
な
ど
、
漁
業
者
の
資
源
管
理
・

回
復
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
、

　

町
内
の
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
シ
ロ
イ
カ
、

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
夏
、
秋
、
冬
を
代
表
す
る
味
覚
と

な
っ
て
お
り
、
地
元
の
民
宿
、
旅
館
で
「
活

イ
カ
」、「
カ
ニ
す
き
」
な
ど
と
し
て
提
供

さ
れ
、
ま
た
、
活
イ
カ
、
カ
ニ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

観
光
の
目
玉
と
し
て
観
光
客
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。



▲活気あふれる松葉ガニの競り

▲丹精込めてつくられた特産の水産加工品

▲朝市センターでお土産を選ぶ観光客

の
普
及
に
よ
り
、
加
工
場
の
終
日
稼
動
と

製
品
の
均
一
性
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
50
年
代
に
は
、
魚
類
人

工
乾
燥
機
の
冷
風
化
の
実
現
に
よ
り
、
年

間
操
業
が
可
能
に
な
り
、
同
時
に
、
製
品

の
品
質
が
一
層
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、「
香
住
産
」
と
い
え
ば
良
品
質

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
京
阪
神
方
面
の
中
央

卸
売
市
場
に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
勘
と
経
験
に
よ

る
加
工
技
術
に
加
え
、
県
の
但
馬
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
の
支
援
な
ど
を
得
て
、
科
学

的
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
新
し
い
加
工
技
術

や
装
置
、
安
全
性
の
高
い
流
通
、
保
蔵
技

術
や
資
材
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
の
良
さ
を
守
り
な

が
ら
も
、
新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
産
加
工
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
カ
レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
、

ニ
ギ
ス
な
ど
の
塩
干
製
品
、
カ
ニ
の
身
抜

　

漁
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
水
産
資
源
の

減
少
、
燃
油
高
騰
、
後
継
者
不
足
な
ど
大

変
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
休
業
期
間
の
設
定
、
魚
礁

の
造
成
や
築
い
そ
の
設
置
な
ど
に
よ
る
漁

場
の
整
備
を
進
め
る
一
方
、
県
や
但
馬
沿

岸
市
町
と
各
漁
協
な
ど
が
協
力
し
て
ヒ
ラ

メ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
種
苗
の
放
流
事
業
を

実
施
す
る
な
ど
、
水
産
資
源
の
保
護
・
増

強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
一

層
、
そ
の
強
化
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

国
が
平
成
19
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

７
年
間
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
事
業
」

と
し
て
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
の

日
本
海
西
部
沖
合
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ

Ｅ
Ｚ
）
に
整
備
す
る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
な
ど
の

保
護
育
成
礁
の
設
置
に
は
、
町
内
の
漁
船

の
主
た
る
漁
場
で
あ
る
た
め
、
大
い
に
期

待
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
国
の
燃
油
高
騰
水
産
業
緊
急
対

策
を
補
完
す
る
た
め
、
今
年
度
、
町
に
お

い
て
も
燃
油
高
騰
緊
急
対
策
を
講
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

水
産
加
工
業
を
め
ぐ
る
情
勢
も
、
不
況
、

魚
離
れ
、
安
価
な
輸
入
加
工
品
の
増
加
な

ど
に
よ
る
販
売
不
振
と
価
格
の
低
迷
、
原

油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
関
係
資
材
の
価
格

高
騰
、
資
源
の
減
少
に
加
え
、
世
界
的
な

水
産
物
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る
原
料
魚
の

確
保
難
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
、
水
産
加
工
業
に

つ
い
て
も
町
の
経
営
安
定
緊
急
対
策
を
講

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
魚
離
れ
」
対
策
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
学
校
給
食
、
各
種
料
理
教
室
な

ど
へ
の
地
元
産
の
魚
介
類
の
提
供
に
加
え
、

今
年
度
か
ら
は
若
い
母
親
を
中
心
と
し
た

お
魚
料
理
教
室
も
開
催
し
て
お
り
、
魚
食

普
及
お
よ
び
地
産
地
消
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
し
、

水
産
業
の
経
営
安
定
化
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
水
産
と
観
光
と
の
連
携
を
一

層
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
い
か
に
新
鮮
な
魚
介
類

を
提
供
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す

の
で
、
松
葉
ガ
ニ
に
し
て
も
シ
ロ
イ
カ
に

し
て
も
、
生
き
た
ま
ま
持
ち
帰
っ
て
こ
れ

る
よ
う
、
必
要
な
設
備
の
整
備
に
一
層
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

3 ※役場各課など主な施設の電話番号は、9ページにあります。

き
製
品
、
ニ
ギ
ス
、
サ
バ
な
ど
の
焼
製
品
、

す
り
身
を
使
っ
た
竹
輪
や
か
ま
ぼ
こ
な
ど

の
練ね

り

製
品
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
な
ど

の
茹ゆ

で

製
品
、
カ
ニ
、
エ
ビ
な
ど
の
冷
凍
品
、

ホ
タ
ル
イ
カ
、
か
に
み
そ
な
ど
の
珍
味
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
材
料
や
製
造
方
法
が
多

様
で
、
加
工
品
の
種
類
も
大
変
豊
富
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
を
京
阪
神
を
は
じ
め
全

国
の
中
央
卸
売
市
場
へ
出
荷
す
る
ほ
か
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
量
販
店
へ
の
直
接
出
荷

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
陰
地
方
随
一
の
規
模
を
誇
る

香
住
東
港
に
あ
る
海
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー

「
か
す
み
朝
市
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
地
元
で

水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心
に
、

多
様
な
水
産
加
工
品
も
販
売
さ
れ
、
特
に

松
葉
ガ
ニ
シ
ー
ズ
ン
の
11
月
か
ら
3
月
は

大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
い
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
香
美
町
の
水
産
業
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最
重
点
課
題
事
業
（
小
代
区
）
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

●
小
代
健
康
公
園
整
備

　

平
成
17
年
度
か
ら
19
年
度
事
業
で
芝
生

広
場
１
面
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
１
面
を
整
備

し
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
整
備

し
た
照
明
施
設
付
き
の
芝
生
広
場
と
一
体

と
し
て
小
代
健
康
公
園
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と

▲改修工事が完了したおじろドーム

●
お
じ
ろ
ド
ー
ム
施
設
整
備

　

お
じ
ろ
ド
ー
ム
は
、
昭
和
63
年
の
竣
工

以
来
、
小
代
区
唯
一
の
社
会
体
育
向
け
の

体
育
館
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
が
あ
り
、

改
修
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
に
、
屋
根
の
ふ
き
替
え
な

ど
の
改
修
を
行
っ
た
ほ
か
、
舞
台
照
明
な

ど
を
整
備
し
、
文
化
活
動
に
も
広
く
利
用

で
き
る
よ
う
利
便
性
を
高
め
し
ま
し
た
。

●
小
代
小
学
校
プ
ー
ル
改
修

　

小
代
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
平
成
13
年
度
か
ら
使
用
で
き

な
く
な
っ
て
お
り
、
児
童
は
村
岡
区
の
小

学
校
な
ど
の
プ
ー
ル
を
借
り
て
水
泳
の
授

業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
事
業
で
約
25
ｍ
×
13
ｍ
の
プ
ー

ル
と
洗
面
、
シ
ャ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
を

改
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル
敷
地
内

に
保
育
園
児
も
利
用
で
き
る
浅
い
プ
ー
ル

を
設
置
し
ま
し
た
。

●
小
代
小
学
校
体
育
館
整
備

　

昭
和
44
年
度
に
建
設
し
た
小
代
小
学
校

体
育
館
は
、
特
に
建
物
の
基
礎
部
分
が
変

形
す
る
な
ど
老
朽
化
が
激
し
く
、
耐
震
性

が
不
足
し
て
い
る
と
と
も
に
、
小
代
区
の

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
も
必
要
で
あ

り
、
改
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
事
業
で
、
既
設
の
体
育
館
を
解

体
し
、
現
位
置
に
鉄
骨
平
屋
建
て
床
面
積

７
２
０
㎡
の
体
育
館
を
建
設
し
て
お
り
、

平
成
21
年
３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

●
温
泉
保
養
館
お
じ
ろ
ん
整
備
事
業

　

平
成
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
温
泉
保
養

館
お
じ
ろ
ん
は
、
町
民
の
健
康
増
進
と
、

世
代
間
お
よ
び
地
域
間
交
流
の
促
進
を
目

的
に
、
小
代
区
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
泉
源
施
設

な
ど
が
著
し
く
老
朽
化
し
て
き
た
た
め
改

修
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
に
１
階
に

露
天
風
呂
や
寝
こ
ろ
び
湯
を
整
備
し
、
健

康
増
進
施
設
と
し
て
の
機
能
の
向
上
に
よ

り
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に

集
客
力
の
向
上
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
な

ど
で
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

現
在
、
改
修
工
事
中
で
、
今
年
12
月
22

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す
。

　

合
併
後
の
各
区
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
最
重
点
課
題

事
業
の
う
ち
、
残
る
小
代
区
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
順
次
、
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
そ
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

小
代
区
の
最
重
点
課
題
事
業
は
、
当
初
、
健
康
増
進
施
設
整
備
事
業
と
し
て
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
（
小
代
健
康
公
園
）
整
備
事
業
と
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
代
区
地
域
協
議
会
な
ど
の
検
討
を
踏
ま
え
て
見
直
し
、
既

存
施
設
の
改
修
、
整
備
に
よ
る
有
効
活
用
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▲交流の場、憩いの場となっている
　健康公園

▲リニューアルによって、さらなる賑わ
　いが期待される温泉保養館おじろん

憩
い
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
都
市
住
民
と

の
交
流
の
場
と
し
て
広
く
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
35
年
に
建
設
さ
れ
老
朽
化

が
激
し
い
旧
小
代
中
学
校
の
体
育
館
を
解

体
し
、
同
公
園
の
駐
車
場
と
し
て
整
備
す

る
計
画
で
、
本
年
度
測
量
設
計
を
行
い
、

来
年
度
に
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
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上
質
和
牛
の
最
高
峰
「
但
馬
牛
」
の

原
産
地
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

山
の
ま
ち
〞
村
岡
区･
小
代
区
の
豊
か

な
食
材
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
11
月

１
日
、
２
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
香

美
町
山
の
祭
典
と
し
て
〝
但
馬
牛 
食

ま
つ
り
〞
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
に
は
、小
代
健
康
公
園
で〝
但

馬
牛
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
〞
を

実
施
。
県
下
全
域
か
ら
２
５
６
人
（
町

内
者
92
人
）
が
参
加
し
、
1
コ
ー
ト
8

ホ
ー
ル
の
2
ゲ
ー
ム
で
ス
コ
ア
を
競
い

ま
し
た
。上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

 

１
位 

川
村
昭
三
さ
ん
（
神
戸
市
）

▲大人気だった但馬牛の焼き肉

 
山
の
祭
典 

但
た

じ

ま

ぎ

ゅ

う

馬
牛 

食
し

ょ

く

ま
つ
り

 

上
質
和
牛
の
最
高
峰
「
但
馬
牛
」
尽
く
し
の
2
日
間

 

2
位 

永
吉
守
さ
ん
（
尼
崎
市
）

 

３
位 

小
林
登と

よ

こ

洋
子
さ
ん（
小
代
区
貫
田
）

 

４
位 

小
林
博
さ
ん
（
稲
美
町
）

 

５
位 

柿
本
増
雄
さ
ん
（
豊
岡
市
）

　

２
日
目
に
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
駐

車
場
で
、
但
馬
牛
ホ
ル
モ
ン
鍋
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
、
但
馬
牛
を
使
っ
た
カ
レ
ー

や
牛
丼
な
ど
11
種
類
の
料
理
、
但
馬
牛

も
ぅ
〜
と
食
べ
大
会
、
但
馬
牛
ク
イ
ズ

な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
出
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

但
馬
牛
講
演
会
で
は
、
講
師
に
県
立

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
野
田
昌
伸
主
任

研
究
員
を
お
招
き
し
、
但
馬
牛
の
歴
史

▲立派な但馬牛に触れて感激！

や
魅
力
に
つ
い
て
、
詳
し
く
わ
か
り
や

す
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
興
味
深
い
内
容
も

あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
大
変
感
心

さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

〝
但
馬
牛
も
ぅ
〜
と
食
べ
大
会 

タ
イ

ム
レ
ー
ス
〞
で
優
勝
し
た
朝
田
健
吾
さ

ん
・
仁
子
さ
ん
ご
夫
婦
（
神
戸
市
）
は
「
偶

然
う
ま
く
食
べ
れ
ま
し
た
。
必
死
で
味

は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
は
但

馬
牛
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食
べ
た
い

で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
恒
例
の
小
代
特
産

味
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
、
ス
ッ
ポ

ン
や
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
は
じ
め
と
す
る
小

代
の
食
材
に
も
人
々
が
詰
め
掛
け
、
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
食
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
香
美

町
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
、
尼

崎
市
、
門
真
市
、
吹
田
市
か
ら
訪
れ
た

観
光
客
も
、〝
但
馬
牛
〞
を
は
じ
め
と
す

る
特
産
品
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
但
馬
牛
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

村
岡
区
・
小
代
区
の
旅
館
や
民
宿
な
ど

が
、
但
馬
牛
を
中
心
と
す
る
豊
か
な
食

材
を
利
用
し
た
名
物
料
理
の
創
作
に
取

り
組
む
な
ど
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
町
長
で
す

   　

戦
争
の
風
化　

　

今
年
も
、
10
月
か
ら
11
月
初
め
に
か

け
て
、
町
内
各
区
ご
と
に
「
戦
没
者
追

悼
式
」
を
と
り
行
い
ま
し
た
。

　

先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
63
年
、
戦
後

生
ま
れ
の
人
々
が
7
割
以
上
を
占
め
る

な
か
、
あ
の
痛
ま
し
い
戦
争
の
記
憶
が

だ
ん
だ
ん
と
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
中
に
は
、
あ
の
戦
争
が

あ
っ
た
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
人
も
あ
る

と
聞
き
ま
す
。

　

日
本
全
体
で
、
兵
士
、
一
般
国
民
あ
わ

せ
て
約
３
１
０
万
人
の
方
々
が
、
香
美

町
で
も
１
３
２
７
人
も
の
方
々
が
犠
牲

と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
今
日

の
平
和
と
繁
栄
が
あ
る
こ
と
を
考
え
ま

す
時
、
私
達
は
い
ま
一
度
、
若
い
世
代

の
人
々
へ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
伝

え
て
い
く
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

香
美
町
長

▲村岡区戦没者追悼式
　（10 月 27 日開催）
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一
緒
に
今
回
植
樹
し
た
桜
で
お
花
見
を
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
代
区
で
は
、
広
井
山
村
広
場
に
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
20
本
を
植
え
ま
し
た
。
小

代
小
学
校
在
学
記
念
に
植
樹
し
た
川
戸
翔
太

さ
ん
（
小
代
区
忠
宮
）
は
「
ぼ
く
の
植
え
た

サ
ク
ラ
に
は
、
立
派
に
大
き
く
な
っ
て
ほ
し

 
記
念
植
樹
で
サ
ク
ラ
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り

 
第
2
回
「
サ
ク
ラ
記
念
植
樹
の
森
」
づ
く
り

　

「
サ
ク
ラ
を
育
て
る
日
」
と
定

め
て
い
る
10
月
の
最
終
日
曜
日
と

な
っ
た
26
日
、
次
代
に
サ
ク
ラ
の

公
園
を
残
そ
う
と
、
第
2
回
と
な

る
「
サ
ク
ラ
記
念
植
樹
の
森
」
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。
自
宅
の
新

築
や
お
孫
さ
ん
の
誕
生
な
ど
の
記

念
に
、
81
組(

香
住
区
31
組
、
村

岡
区
30
組
、
小
代
区
20
組
）
の
皆

さ
ん
が
植
樹
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

香
住
区
で
は
、
香
美
町
山
手
土

地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
公
園
に

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
31
本
を

植
え
ま
し
た
。
次
男
の
舜
く
ん
の

1
歳
の
記
念
に
家
族
で
参
加
し
た

荒
川
博
之
さ
ん
（
香
住
区
香
住
）

は
「
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
、

サ
ク
ラ
も
見
守
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
お
花
見
が
で
き
る
の
が
、と
っ

て
も
楽
し
み
。
こ
こ
が
サ
ク
ラ
の

名
所
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

村
岡
区
で
は
、
御
殿
山
公
園
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木
30
本
を
植

え
ま
し
た
。
お
孫
さ
ん
の
小
学
校

入
学
記
念
で
参
加
し
た
今
井
英
美

さ
ん
と
ま
ゆ
み
さ
ん
（
村
岡
区
村

岡
）
は 

「
毎
年
遠
方
に
住
ん
で

い
る
孫
た
ち
と
一
緒
に
御
殿
山
に

花
見
に
来
て
い
ま
す
。
孫
た
ち
と

い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
負
け
ず
に
大
き
く

な
り
ま
す｣

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
サ
ク
ラ
を
育
て
る
日
」
に
ち
な

ん
で
、
こ
れ
ま
で
に
植
樹
し
た
町
内
各
所
で
、

関
係
者
が
草
刈
り
な
ど
の
サ
ク
ラ
の
世
話
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

 

香
美
町
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
ス
タ
ー
ト

　

10
月
1
日
か
ら
町
を
挙
げ
て
取
り
組

み
を
始
め
た
「
香
美
町
マ
イ
バ
ッ
グ
運

動
」。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
た
め
、
買

い
物
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ

ジ
袋
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
広
め
る
た
め
、
10
月
4

日
に
香
住
区
で
、
5
日
に
村
岡
区
で
行
っ

た
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
香
美
町

消
費
者
の
会
の
協
力
を
得
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
を
配
布
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
末
ま
で
に
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
率
50
％
達
成
を
目
指
し
て

推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲香住区でのキャンペーンの様子

▲香住区

▲村岡区

▲小代区
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ニ
雑
炊
、
カ
ニ
汁
と
カ
ニ
い
っ
ぱ
い
の
も
て
な
し

に
、
参
加
者
も
大
変
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

合
格
者
59
人
（
合
格
率
57
・
８
％
）、
最
高
得
点

は
93
点
で
、
今
回
初
め
て
合
格
し
た
受
験
者
に
は

「
合
格
証
」
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
合
格
し
た
受
験

者
に
は
「
カ
ニ
准
博
士
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
カ
ニ
准
博
士
が
来
年
も
合
格
す
る
と
『
カ

ニ
博
士
』
の
認
定
証
が
贈
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

町
内
で
民
宿
を
営
み
、
昨
年
も
見
事
合
格
、
今

回
カ
ニ
准
博
士
の
称
号
に
挑
戦
し
た
上
田
ひ
ろ
み

さ
ん
（
香
住
区
七
日
市
）
は
「
試
験
前
日
は
、
検

定
に
挑
戦
す
る
宿
泊
客
と
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
ひ
ね
っ
た
問
題
が
多
く
、
手
ご
わ
か
っ

た
で
す
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 
第
２
回
香
住
！
カ
ニ
検
定

全
国
か
ら
１
０
２
人
が
挑
戦

試
験
の
後
は
カ
ニ
食
べ
放
題

　

香
住
小
学
校
体
育
館
で
10
月
19
日
（
日
）、〝
第

２
回
香
住
！
カ
ニ
検
定
〞（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

香
住
区
は
、
全
国
屈
指
の
松
葉
ガ
ニ
の
水
揚
量

を
誇
る
ま
ち
、
そ
し
て
近
畿
圏
で
唯
一
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
（「
香
住
ガ
ニ
」）
が
水
揚
げ
さ
れ
る
ま
ち

で
も
あ
り
ま
す
。〝
カ
ニ
の
ま
ち
〞
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
検
定
を
実
施
。
東
は
千

葉
県
、
西
は
福
岡
県
か
ら
我
こ
そ
は
「
カ
ニ
通
」

と
い
う
１
０
２
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

　

検
定
は
カ
ニ
や
水
産
物
、
香
住
の
歴
史･

文
化

に
関
す
る
択
一
方
式
の
１
０
０
問
、
70
問
以
上
（
小

学
生
は
65
問
以
上
）
の
正
解
で
合
格
で
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
楽
し
み
で
あ
る
試
験
後
の

〝
香
住
ガ
ニ
の
食
べ
放
題
〞
で
は
、
ゆ
で
ガ
ニ
や
カ

▲真剣に試験に取り組む受験者

▲香住カニの食べ放題に大満足！

 

世
界
人
権
宣
言
60
周
年　

 

人
権
擁
護
委
員
制
度
60
周
年

　

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
12
月
10
日
第
３
回
総
会
で
世
界
人

権
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
同
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
人
権

週
間
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
昭
和
23
年
に
人
権
擁
護
委

員
令
が
発
布
さ
れ
，
こ
の
制
度
を
恒
久
的
な
も
の
と
す
る
た
め

昭
和
24
年
５
月
31
日
人
権
擁
護
委
員
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
発
足
し
て
60
周
年
の
節

目
に
当
た
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
の
推
薦
を
受
け
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
人
権

擁
護
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員

区

行
政
区

人
権
擁
護
委
員
名

香
住
区

小
原

石
部 

賢け

ん

の

う應

一
日
市

畑
中 

清
司

一
日
市

長　

 

智
子

村
岡
区

村
岡

田
中 

基
彦

入
江

松
岡 

泰
子

日
影

西
村 

計
一

小
代
区

鍛
治
屋

水
間 

忠
一

貫
田

田
尻 

伊
都
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局
℡
０
７
９
６
・
24
・
２
７
０
３

～今後のカニイベント予定～

●第 26回かすみカニ場まつり
・と　き　12月 7日（日）9:00 ～ 13:00
・ところ　香住漁港西港

●第 8回かすみカニ感謝祭
・と　き　3月 1日（日）8:30 ～ 12:00
・ところ　柴山漁港
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●行政相談委員総務大臣表彰
　・邊見昭

あ き ふ み

典さん（小代区大谷）

●県自治賞（女性活動関係功労）
　【女性・消費生活功労】
　・朝倉千春さん（小代区野間谷）
　・小林美千代さん（香住区上計）
　【福祉功労】
　・倉橋いく子さん（香住区七日市）
　・西井京子さん（村岡区福岡）

●兵庫県交通安全対策委員会会長表彰
　（交通安全功労表彰）300日交通死亡事故抑止
　・香美町

●平成 20 年度交通安全県民大会
　交通安全功労者（知事感謝状）
　・小柴邦雄さん（香住区一日市）
　・田村菊夫さん（村岡区高津）

●２００８ガーデンコンペ・ひょうご
　（寄せ植え部門 最優秀 知事賞）
  ・澤村享子さん（村岡区和田）　 （順不同）

 おめでとうございます
 町内から表彰受賞者がありました

第 4回香美町子牛品評会（後期の部）

但馬牛の原産地で切
せ っ さ た く ま

磋琢磨を！

　新温泉町の美方郡農村総合研修センターで 10 月 31

日、優秀な但馬牛の原産地として、町内産の子牛の発

育状況を審査するとともに、生産農家の交流を通じ技

術の向上を図る「第４回香美町子牛品評会（後期の部）」

が行われました。今回は、今年 4月１日から 6月 30

日の間に生まれた子牛 39 頭（雄・雌の部 28 頭、去勢

の部 11 頭）が出場しました。主な審査結果は、次の

とおりです。（賞、名号、畜主名、産地の順、敬称略）

【雄・雌の部】　

一等一席「おおみぞ３号」、門垣馨（小代区実山）

 同  二席「たかね（ET）号」、田中一馬（村岡区長瀬）

 同  三席「まんてん号」、朝倉里恵（小代区秋岡）

【去勢の部】

金賞一席「常富士号」、朝倉久子（小代区野間谷）

 同  二席「照芳号」、淀貴至（香住区丹生地）

 同  三席「七谷号」、対中広芳（村岡区丸味）

 「おおみぞ３号」の飼い主の門垣さんは「牛は我が

子のようなもの。けがをしたり病気にならないように

気を付けて育てました。1等 1席になるとは思いませ

んでした。大変うれしいです」と受賞の喜びを語りま

した。

　また、「常富士号」の飼い主の朝倉さんは「親牛の

乳がよく出て、この子も生まれたときから、よく食べ

て病気もせずに元気に育ちました。これからもいい牛

を育てていきたいです」と語りました。

●問い合わせ先

役場産業部農林水産課

▲【雄・雌の部　一等一席】
　「おおみぞ３号」と飼い主の門垣馨さん

▲【去勢の部　金賞一席】
　「常富士号」　と飼い主の朝倉久子さん

　言葉にできない子どもの
悲鳴を見ない、聞かないのも
虐待です。
　あなたのまわりに「虐待を
受けたと思われる子ども」が
いたら、すぐに連絡してくだ
さい。連絡した人の秘密は法律で守られます。

●連絡先　
兵庫県豊岡こども家庭センタ－
（児童虐待 24 時間ホットライン）

℡0796・22・9119、0796・22・4389
役場健康福祉部福祉課、各地域局健康福祉課

～ 11 月は児童虐待防止月間～

「助けて」の小さなサイン受け止めて

児童虐待とは…
　身体的虐待・性的虐待・ネグレト (育児放棄 )・
　心理的虐待 ( 言葉による脅し、無視、差別的
　発言など )
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求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 20 年 10 月 20 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区香住　 マルヤ水産㈱ 水産加工員 34 以下 1

香住区浦上　 (有) 三吉（かに楽座甲羅戯）

旅館業雑用（7:00 ～ 21:30 の間で 8時間程度） 不問 1

香住区森 (有) 西本設備
電気工事士 59 以下 1 旅館業雑用（7:00 ～ 9:30、18:00 ～ 21:30） 不問 4

電気工事士（見習） 30 以下 1 旅館接客 不問 3

香住区香住 (有) もりひろ商店 水産加工員 64 以下 1 香住区香住 ローソン香美町香住店 コンビニ店員 不問 2

香住区下岡 香住食研㈱
食品製造（鶏の串刺し業務） 不問 2 香住区七日市 ヤマモトロープ 販売 不問 2

食品製造 不問 5 香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 59 以下 2

香住区間室 (有) 北近畿環境開発 機械設備管理補助 59 以下 1 香住区香住 ㈱マルワ水産 水産加工員 不問 3

香住区隼人 マルカツ水産㈱ 工場管理者 59 以下 1

香住区香住 ㈱日本海フーズ

水産物加工員 不問 3

香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 59 以下 3 店舗販売員 不問 1

香住区沖浦 ㈱カネト水産 水産加工員 不問 3 水産物配達員 不問 1

香住区若松 (有) Ｋ－ＳＩＮ ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ 運転手 不問 2 香住区余部 旬の宿 尾崎屋 接客・清掃など 不問 2

香住区七日市 西村歯科医院 歯科衛生士 / 助手 不問 1
香住区香住

香美町役場（「ゆうすげ」
入所者の介護補助）

介護員（臨時職員） 59 以下 2

香住区香住 ㈱日本海フーズ 大型車（13t トラック ) 運転手 64 以下 1 介護員（非常勤嘱託職員）59 以下 2

香住区若松 かわばた歯科医院 歯科衛生士 不問 1 香住区香住 ㈱ヤマニ水産 お土産、海産物販売 不問 2

香住区森 ㈱西山工務店 現場作業員 35 以下 2 香住区七日市 やまだ歯科医院 歯科衛生士 不問 2

香住区七日市 やまだ歯科医院 歯科衛生士 不問 2
香住区香住 (有) 三七十

事務 不問 1

香住区香住 (有) 三七十
事務 不問 1 雑役 不問 1

調理師見習 不問 1 村岡区大糠 ㈱コメリ中四国地区本部 販売員（パート） 不問 1

村岡区村岡 ㈱入江産業 機械加工（オペレーター）40 以下 2 村岡区大糠 ㈱ナカケー レジ部（村岡店） 不問 2

村岡区長瀬 山本工業 土木施工管理 不問 2 村岡区村岡 村岡日石㈱ 給油・洗車スタッフ 不問 2

村岡区村岡 エイワ電器㈱ 一般組立製造工 40 以下 2 村岡区大糠 ㈱コメリハードアンドグリーン村岡店 販売員（アルバイト） 不問 2

村岡区宿 上田畜産 畜産業務 不問 1 村岡区大糠 ラーメンかんな 接客・調理補助 不問 2

村岡区福岡 北部ガード 交通誘導 不問 3 村岡区大笹 レンタルショップ ＳＫＩＢＯＸ レンタル業務 不問 3

小代区城山 ㈱出石モータース 営業 不問 1 村岡区宿 上田畜産 畜産業務 不問 1

小代区野間谷 ＳＨＴ兵庫㈱ 開発設計技術者 59 以下 1 村岡区村岡 郵便事業㈱八鹿支店 内務（年賀郵便物区分け） 不問 10

村岡区村岡
小代区神水

社会福祉法人
みかたこぶしの里

臨時介護員 不問 2

嘱託看護員（看護師） 不問 1

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（10/1 ～ 10/31）の届出分の内、承諾を得た方

　のみ掲載しています。（届出順・敬称略）　

※このコーナーは、先月（10/1 ～ 10/31）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　上下水道課　36・0420　　議会事務局　36・1963
村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住病院　36・1166　　公立村岡病院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　        　　　（全ての施設の市外局番：0796）

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

小
雨
降
る
10
月
5
日
、
兎
塚
中
学
校
周
辺
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
た
但
馬
村
岡
ミ
ニ
ミ
ニ
駅
伝
大
会
。
小
学
生
、
中

学
生
、
一
般
の
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別
６
部
門
に
町
内
外
の
64

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
の
力
走
に
、
沿
道
の
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
村
岡
区
い
ず
み
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
鍋
と
、
道

の
駅
ハ
チ
北
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
に
ぎ
り
が
、
選
手
に
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
生
男
子
の
部
】
１

位 

フ
ァ
ブ
リ
ー
ズ
（
兎

塚
小
）、
２
位 

長
井
小

Ｂ
、
３
位 

速
攻
柴
山
、

【
同
女
子
の
部
】
１
位 

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
（
村
岡
小
）、

２
位 

勝
つ
ぞ
兎
塚
、
３

位 

奥
佐
津
小
学
校
、【
中

学
生
男
子
の
部
】
１
位 

豊
岡
北
中
Ａ
、
２
位 

市

島
中
、
３
位
豊
岡
北
中

Ｂ
、【
同
女
子
の
部
】
１

位 
豊
岡
北
中
Ｄ
、
２
位 

市
島
中
Ｂ
、
３
位 

市
島

中
Ａ
、【
一
般
男
子
の

部
】
１
位 
温
泉
走
ろ
う

会
、
２
位 

八
鹿
楽
走

会
、
３
位 

ス
ポ
21
兎
塚
、

【
同
女
子
の
部
】
▼
１
位 

チ
ー
ム
秋こ

す

も

す桜

 

第
21
回
但
馬
村
岡
ミ
ニ
ミ
ニ
駅
伝
大
会

 

選
手
の
力
走
に
、
大
き
な
声
援

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

 

香
住
小
6
年  
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
出
前
講
座

 

廃
食
油
を
か
わ
い
い
キ
ャ
ン
ド
ル
に

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

　

10
月
３
日
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
推
進
な
ど
環
境
保
全

の
啓
発
に
力
を
注
い
で
い
る
香
美
町
消
費
者
の
会
・
香
住

区
消
費
者
の
会
（
徳
田
喜
代
子
会
長
）
の
指
導
の
下
、
香

住
小
学
校
6
年
生
95
人
が
、
天
ぷ
ら
な
ど
に
利
用
し
た
後

の
食
用
油
を
再
利
用
す
る
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
に
挑

戦
し
、
ご
み
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

温
め
た
廃
食
油
に
凝
固
剤
を
入
れ
、
好
み
の
色
の
ク
レ

ヨ
ン
を
細
か
く
削
っ
て
混
ぜ
、
小
ビ
ン
な
ど
に
流
し
て
作

る
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
で
香
り
付
け
し
た

オ
レ
ン
ジ
や
緑
、青
な
ど
、2
色
、3
色
の
カ
ラ
フ
ル
な
キ
ャ

ン
ド
ル
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

　

エ
コ
キ
ャ
ン
ド

ル
を
初
め
て
作
っ

た
岸
本
初は

つ

ね音
さ
ん

（
香
住
区
一
日
市
）

と
谷
口
美み

ゆ優
さ
ん

（
同
区
下
浜
）
は

「
色
が
混
ざ
っ
た

け
ど
、
き
れ
い
に

で
き
ま
し
た
。
い

つ
も
捨
て
て
い
る

油
が
、
キ
ャ
ン
ド

ル
に
で
き
る
な
ん

て
驚
き
ま
し
た
」

と
感
想
を
語
り
ま

し
た
。

▼できあがったキャンドルを手に喜ぶ児童たち

▲

小学生男子の部スタート

　

高
齢
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
い
こ
い

の
里
」
駐
車
場
横
の

畑
で
10
月
３
日
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
小

代
支
所
と
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
小
代
支

部
の
共
催
で
行
わ
れ

た
世
代
間
交
流
事
業

「
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫

祭
」。
小
代
区
内
の
保

育
園
児
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
親
子
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

な
ど
約
80
人
が
参
加
し
、
芋
掘
り
を
通
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
春
に
保
育
園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
苗
を
植
え
、
夏
の
間
、
園
児
た
ち
が
草
を
抜
く
な

ど
大
切
に
世
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
イ
モ
を
掘
り
出
し
、「
い
っ
ぱ
い
掘
れ
た
。

重
い
重
い
」
と
と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

村
尾
愛
奈
ち
ゃ
ん
（
忠
宮
へ
き
地
保
育
所
、
６
歳
、
小

代
区
貫
田
）
は
、「
家
に
畑
は
あ
る
け
ど
イ
モ
は
作
っ
て

な
い
か
ら
、
サ
ツ

マ
イ
モ
を
掘
る
の

は
初
め
て
で
楽
し

か
っ
た
。
ま
た
し

た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん

だ
後
、
早
速
、
み

ん
な
で
ふ
か
し
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

世
代
間
交
流
事
業
「
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭
」

お
イ
モ
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
も
い
っ
ぱ
い

お
イ
モ
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
も
い
っ
ぱ
い

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

▲大きなイモが出てきました。

▼ふかしたイモを「はい、どうぞ！」
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10
月
9
日
か

ら
13
日
に
運
行

さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
西

日
本
㈱
の
臨
時

列
車
「
あ
ま
る

べ
マ
リ
ン
号
」。

余
部
鉄
橋
を
渡

る
昔
懐
か
し
い

国
鉄
当
時
の
車

両
を
見
よ
う
と

全
国
か
ら
鉄
道

フ
ァ
ン
や
観
光

客
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
列

車
の
前
後
に
取
り
付
け
ら
れ
る
直
径
72
㎝
の
円
形
の
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
を
香
住
第
二
中
学
校
の
3
年
生
が
デ
ザ
イ
ン
。

日
本
海
の
波
間
に
カ
ニ
が
顔
を
出
し
、
青
空
と
山
、
鉄
橋

に
は
も
み
じ
が
舞
う
季
節
感
の
あ
る
絵
を
描
き
ま
し
た
。

10
月
12
日
に
体
験
乗
車
し
た
生
徒
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
に
入
っ

て
き
た
臨
時
列
車
の
写
真
を
撮
っ
た
り
、
鉄
橋
を
渡
る
車

窓
か
ら
の
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

前
期
生
徒
会
長
の
谷
幸ゆ

き

ひ

さ剛
さ
ん
（
香
住
区
丹
生
地
）
は
「
こ

う
い
う
大
事
な
役
に
香
住
二
中
が
選
ば
れ
て
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
い
い
記
念

に
な
り
ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

香
住
二
中
「
あ
ま
る
べ
マ
リ
ン
号
」
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン

「
大
役
に
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
！
」

（
香
住
区
）▲臨時列車の前で記念写真

▼体験乗車で絶景を楽しむ生徒たち

　

村
岡
区
長
板
の
秋
祭
り

の
10
月
8
日
、
江
戸
時
代

中
期
か
ら
伝
わ
る
郷
土

芸
能
「
囃は

や

し子
込
み
」
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
お

み
こ
し
と
と
も
に
、
地
元

の
男
性
が
化
粧
や
衣
装
で

〝
変
身
〞
し
た
花
嫁
行
列

な
ど
約
40
人
が
集
落
内
を

練
り
歩
き
、
五
穀
豊
穣
を

祝
い
、
子
孫
繁
栄
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
途
中
で
獅
子

舞
を
披
露
し
た
り
、
沿
道

の
見
物
客
に
お
嫁
さ
ん
を

紹
介
し
た
り
、
お
菓
子
を

配
る
な
ど
し
て
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

女
装
も
、
花
嫁
に
な

る
の
も
初
め
て
と
い
う

中
村
悠
佑
さ
ん
（
24
歳
）

は
「
自
分
で
見
て
も

び
っ
く
り
。
妖
怪
み
た

い
で
す
。
今
日
は
暑
い

の
で
化
粧
が
落
ち
な
け

れ
ば
…
」
と
語
り
、
太

鼓
役
の
伊
井
雷
太
さ
ん

（
射
添
中
１
年
）
は
「
自

分
の
と
き
は
も
っ
と
か

わ
い
い
花
嫁
に
な
り
ま

す
」
と
笑
い
な
が
ら
話

し
て
い
ま
し
た
。

囃は

や

し子
込
み
と
花
嫁
行
列

「
わ
し
の
嫁
さ
ん
は
、
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

　

今
年
7
月
に
し
お

か
ぜ
香
苑
の
面
的
な

整
備
が
完
成
し
た
こ

と
を
記
念
し
て
、
10

月
23
日
、
24
日
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
１
７
２
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

時
折
小
雨
が
振
る

あ
い
に
く
の
天
気
で

し
た
が
、
選
手
は

コ
ー
ス
の
起
伏
を
考

え
て
一
打
一
打
慎
重

に
打
ち
、
２
日
間
で

32
ホ
ー
ル
を
回
っ
た

合
計
打
数
を
競
い
ま
し
た
。

　

中
村
克
三
さ
ん
（
村
岡
区
宿
）
は
「
い
つ
も
は
土
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
す
が
、
芝
生
の
上
で
の
プ
レ
イ
は
気
持
ち
が

い
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
と

交
流
で
き
た
こ
と
も
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

１
位 

松
岡
清
さ
ん
（
福

崎
町
）、
２
位 

太
田
垣
哲

郎
さ
ん
（
養
父
市
）、
３

位 

下
野
美
喜
夫
さ
ん
（
新

温
泉
町
）、
４
位 

藪
上
盛

治
さ
ん
（
新
温
泉
町
）、

５
位 

岡
村
保
蔵
さ
ん
（
小

代
区
忠
宮
）

し
お
か
ぜ
香
苑
オ
ー
プ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

町
内
外
か
ら
１
７
２
人
が
腕
競
う

（
香
住
区
）

▼表彰された上位入賞者の皆さん

▲家族揃って？記念撮影。化粧や身支度にも力が入ります。

▼沿道の皆さんも大喜び

▲一打入魂！プレイを楽しむ選手の皆さん

▲ヘッドマークの図柄
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

編
集
後
記

　

10
月
26
日
、
町
内
各
区
ご
と
に
行
わ
れ
た
サ

ク
ラ
記
念
植
樹
の
森
づ
く
り
。
ご
家
族
連
れ
、

ご
夫
婦
、
同
級
生
な
ど
81
組
の
皆
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
共
有
す
る
〝
記
念
〞
や
〝
特
別
な
思
い
〞

を
込
め
て
サ
ク
ラ
の
植
樹
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
私
が
取
材
し
た
香
住
区
で
は
オ
オ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
植
え
ら
れ
た

１
ｍ
80
㎝
ほ
ど
の
苗
木
は
、
５
年
ほ
ど
で
花
を

咲
か
せ
、
成
長
す
る
と
高
さ
が
10
〜
15
ｍ
に
な

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

「
子
ど
も
が
成
人
し
た
ら
、
い
っ
し
ょ
に
サ

ク
ラ
の
下
で
花
見
が
し
た
い
」
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
の
記
念
植
樹
に

よ
っ
て
、新
た
な
〝
夢
〞
や
〝
目
標
〞
が
生
ま
れ
、

人
と
人
と
の
〝
き
ず
な
〞
を
一
層
強
め
る
ん
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

サ
ク
ラ
の
成
長
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
楽
し

み
や
夢
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
き
、
花
も
笑

顔
も
満
開
に
な
る
日
が
早
く
訪
れ
る
と
い
い
で

す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
今
西
）

ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて

 柴山地区
　柴山地区は、浦

う ら が み

上、上
あ げ

計、沖
おきのうら

浦からなります。

◆地区の世帯数と人口
(H20.10.1 現在　町民課調べ )

区　名 世帯数
人　口

男 女 計

浦　上 56 86 88 174

上　計 275 436 493 929

沖　浦 146 222 250 472

合　計 477 744 831 1,575

地としても注目され、カヌーや
ヨットといったマリンスポー
ツ、魚釣りなどが盛んに行われ
ています。平成 18 年に行われ
た「のじぎく兵庫国体」では、
デモンストレーションとしての
スポーツ行事“カヌーマラソン”
や“カヌーオリエンテーリング”
の会場にもなりました。
　大正 10 年から昭和 15 年に
かけて金の発掘が盛んだった沖
浦鉱山跡に近い岩場には、町指
定天然記念物で金色の葉を持つ
「黄

こ が ね

金の松」が自生しており、
地元の皆さんによる手厚い保護

  この地区は、天然の良港で但馬唯一の避難港で知られ
る柴山湾を取り囲むように集落が並び、漁業・水産業の
まちとして繁栄しています。
　この湾は、その昔、丹

に う

生の浦あるいは丹生港と言われ
ていましたが、沖合を航行する船が無南垣の柴山（標高
223.3 ｍ）を目標にして入港していたので、いつの間に
か柴山港と言われるようになったそうです。
　冬の味覚の王様“松葉ガニ”で有名な“柴山”は、と
れたての松葉ガニを求めて毎年大勢のカニすき客が詰め
かけます。11 月の解禁日には“祝 ! かすみ松葉ガニ初せ
りまつり”が、3月には“かに感謝祭”が開催されるなど、
カニの本場として大変賑わいます。
　夏は、柴山海水浴場や船で渡る臼ヶ浦島などで海水浴
や磯遊びが楽しめ、町内外から家族連れなどが訪れます。
また、山陰海岸国立公園の奇岩に富む海岸美と、天候に
左右されにくい穏やかな湾を生かし、海洋レジャーの基

       ▲       ▲
 柴山 柴山
223.3m223.3m

マリンスポーツに適した柴山湾マリンスポーツに適した柴山湾

威勢よい松葉ガニの競り威勢よい松葉ガニの競り

浦上浦上上計上計

沖浦沖浦

柴山港柴山港

臼ヶ浦島臼ヶ浦島
　　●　　●

柴山駅

柴山海水浴場柴山海水浴場
●●

（
主
）
香
美
久
美
浜
線

活動が行われています。
　伝統芸能では、沖浦の三番叟が有名で、秋祭りが近づ
くと毎晩稽古が行われるなど、今でも大切に受け継がれ、
世代を超えた交流の場にもなっています。
　この地区は花づくりが大変盛んで、さまざまな団体が
いろいろな所で継続的に取り組んでいます。特に地区を
横断する ( 主 ) 香美久美浜線は『柴山フラワーロード』
と呼ばれ、四季折々に色とりどりの花々が植えられ、道
行く人の目を楽しませてくれています。

▲▲神神
か ん の う らか ん の う ら

ノ浦ノ浦山山
　365.2m　365.2m

　　　　　●　　　　　●
柴山小学校柴山小学校

　柴山スポーツパーク　柴山スポーツパーク
       　        ●       　        ●
 町立柴山保育所 町立柴山保育所●●

黄金の松 黄金の松 
●●

五穀豊穣を願う沖浦の三番叟五穀豊穣を願う沖浦の三番叟

まちのうごき
（平成 20年 10 月 1日現在）

合　計　21,720 人（－  8）

　男　　10,307 人（－ 19）

　女　　11,413 人（＋ 11）

世帯数  6,953 世帯（＋  6）
カッコ内は前月比

町指定天然記念物「黄金の松」町指定天然記念物「黄金の松」 花いっぱいの柴山フラワーロード花いっぱいの柴山フラワーロード


